
個性が光る〝こだわりの宿〟軒 特集

温
泉
、料
理
、施
設
、サ
ー
ビ
ス
…

個
性
が
光
る〝
こ
だ
わ
り
の
宿
〟

順不同　特集～面

絶
景
の
露
天
風
呂

温
泉
・
浴
場

３
源
泉
の
湯
を
満
喫

温
泉
・
浴
場

織
物
テ
ー
マ
の
客
室
も

客
室
・
館
内
設
備

ス
テ
ー
キ
と
旬
彩
懐
石

料
理
・
食
事

創
業

周
年
の
新
客
室

客
室
・
館
内
設
備

趣
の
異
な
る
六
つ
の
湯
殿

温
泉
・
浴
場

天
然
木
の
香
り
漂
う
空
間

接
客
・
サ
ー
ビ
ス

箱
根
の
森
に
潜
む〝
隠
れ
家
〟

接
客
・
サ
ー
ビ
ス

ま
る
で
海
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
絶
景
イ

ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
温
泉

　
宮
城
・
志
津
川
湾
に
浮
か

ぶ
海
の
館
、
南
三
陸
ホ
テ
ル

観
洋
（
阿
部
泰
浩
社
長
）
。

太
平
洋
を
望
む
絶
好
の
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
魅
力
で
、
穏
や

か
な
海
は
宿
泊
客
の
心
を
癒

や
す
。

　
志
津
川
湾
を
一
望
で
き
る

大
浴
場
と
露
天
風
呂
が
自
慢

で
、
特
に
露
天
風
呂
か
ら
望

む
朝
日
は
格
別
。
早
起
き
す

る
だ
け
の
価
値
は
あ
る
。
ウ

ミ
ネ
コ
た
ち
が
周
遊
す
る
姿

に
、
思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ

る
。

　
海
の
す
ぐ
側
に
あ
る
た
め

か
、
塩
水
を
感
じ
さ
せ
る
し

ょ
っ
ぱ
い
お
湯
で
、
「
地
下

２
千
㍍
か
ら
湧
き
出
る
深
層

天
然
温
泉
」
と
い
う
。

　
男
湯
の
「
磯

の
湯
」
、
女
湯

の
「
浜
の
湯
」

は
東
館
２
階
に

あ
り
、大
浴
場
、

露
天
風
呂
、
サ

ウ
ナ
そ
れ
ぞ
れ

か
ら
海
が
見
え

る
。
南
館
４
階

に
も
大
浴
場

（
巨
釜
の
湯
、

神
割
の
湯
）
が

あ
り
、
充
実
し

た
設
備
を
誇

る
。
温
泉
に
入

っ
た
後
は
観
洋

自
慢
の
海
の
幸
を
堪
能
、
言

う
こ
と
な
し
！

　
▽
南
三
陸
ホ
テ
ル
観
洋
は

宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸
町
黒

崎

の

。
☎
０
２
２
６

（
４
６
）２
４
４
２
。http:/

/www.mkanyo.jp/

　
群
馬
県
の
名
湯
・
草
津
温

泉
の
中
で
、
自
然
豊
か
な
ベ

ル
ツ
の
森
に
抱
か
れ
た
リ
ゾ

ー
ト
ホ
テ
ル
が
「
ホ
テ
ル
ヴ

ィ
レ
ッ
ジ
」
だ
。
標
高
１
２

０
０
㍍
の
温
水
プ
ー
ル
や
多

く
の
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施

設
、
広
大
な
森
林
浴
コ
ー
ス

が
あ
り
、
充
実
し
た
ホ
テ
ル

ラ
イ
フ
が
楽
し
め
る
。

　
中
で
も
３
源
泉
（
湯
畑
、

万
代
鉱
、
わ
た
の
湯
）
を
持

つ
温
泉
は
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
大

き
な
魅
力
で
、
こ
こ
な
ら
で

は
の
体
験
も
で
き
る
。

　
そ
の
一
つ
が「
湯
蒸
し
」。

湯
の
花
の
成
分
が
多
い
「
わ

た
の
湯
」
に
入
浴
後
、
専
用

の
布
団
に
入
る
。
体
の
中
の

熱
で
も
う
一
度
自
分
を
蒸
し

て
骨
ま
で
温

め
、
た
く
さ
ん

汗
を
か
く
。
何

度
も
入
浴
し
た

よ
う
な
充
実
感

に
心
地
よ
く
癒

や
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
草
津

に
は
昔
か
ら

「
時
間
湯
」
と

い
う
入
浴
法
が

あ
り
、
こ
こ
で

は
草
津
名
物

「
湯
も
み
」
と

と
も
に
時
間
湯

体
験
も
で
き

る
。
湯
蒸
し
や
時
間
割
な
ど

の
料
金
は
問
い
合
わ
せ
を
。

　
▽
ホ
テ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
は

群
馬
県
吾
妻
郡
草
津
町
大
字

草
津
６
１
８
。
☎
０
２
７
９

（
８
８
）３
２
３
２
。http:/

/0932.jp/onsen/

ホ
テ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
プ
ー
ル
＆
温
泉

館
テ
ル
メ
テ
ル
内
の
「
わ
た
の
湯
」

　
客
室
「
し
お
ざ
わ
」

　
越
後
湯
沢
温
泉
の
中
で
も

ひ
と
き
わ
高
い
丘
の
上
に
建

つ
「
ホ
テ
ル
双
葉
」
（
小
林

庄
一
社
長
）
。
同
館
の
魅
力

は
何
と
い
っ
て
も
「
ふ
た
ば

の
湯
」
。
「
ぱ
ぱ
ら
く
」

「
ま
ま
ら
く
」
「
山
の
湯
」

「
里
の
湯
」
の
４
カ
所
の
大

浴
場
が
あ
り
、
多
く
の
湯
巡

り
が
で
き
る
こ
と
か
ら
こ
の

名
が
付
い
て
い
る
。

　
客
室
は
、

の
露
天
風
呂

付
き
客
室
を
は
じ
め
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
対
応
で
１
５
０
平

方
㍍
を
超
え
る
３
タ
イ
プ
の

邸
宅
風
客
室「
花
・
水
・
木
」

な
ど
多
彩
に
そ
ろ
う
。ま
た
、

地
域
の
伝
統
織
物
文
化
を
継

承
す
る
宿
で
も
あ
り
、
魚
沼

の
織
物
を
テ
ー
マ
と
し
た
客

室
「
お
ぢ
や
」
「
と
お
か
ま

ち
」「
し
お
ざ
わ
」も
用
意
。

中
に
は
先
代
女

将
着
用
の
着
物

も
再
生
活
用
し

て
い
る
。

　
食
事
は
、
利

用
者
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
空
間
を

基
調
と
し
た
仕

切
り
の
あ
る
個

室
の
食
事
処

「
万
葉
の
小

径
」
と
個
室
ダ

イ
ニ
ン
グ
「
花

暦
」、そ
し
て
、

椅
子
テ
ー
ブ
ル
の
個
室
ダ
イ

ニ
ン
グ
「
万
葉
茶
屋
」
な
ど

で
料
理
長
こ
だ
わ
り
の
料
理

を
提
供
す
る
。

　
▽
ホ
テ
ル
双
葉
は
新
潟
県

南
魚
沼
郡
湯
沢
町
大
字
湯
沢

４
１
９
。
☎
０
２
５
（
７
８

４
）３
３
５
７
。http://www

.hotel-futaba.com/

　
牛
鉄
板
焼
処
「
千
」
で
の
食
事
風
景

　
料
理
に
定
評
の
あ
る
華
や

ぎ
の
章
　
慶
山
（
千
須
和
昌

和
社
長
）
。
２
０
０
９
年
９

月
に
ス
テ
ー
キ
懐
石
を
提
供

す
る「
牛
鉄
板
焼
処『
千
』」

（
カ
ウ
ン
タ
ー

席
）
、


年
３
月
に
旬
彩
懐
石
の
「
客

前
割
烹『
昌
』」（
同
８
席
）

が
相
次
い
で
オ
ー
プ
ン
、
真

新
し
い
施
設
で
の
食
事
に
宿

泊
客
の
評
判
は
上
々
だ
。

　
完
全
予
約
制
。

～

時

半
と

～

時
半
の
２
部
制

を
採
っ
て
い
る
た
め
、
ゆ
っ

た
り
と
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

で
料
理
を
味
わ
え
る
。

　
千
で
は
シ
ェ
フ
が
目
の
前

で
も
て
な
す
甲
州
牛
・
甲
州

ワ
イ
ン
ビ
ー
フ
の
鉄
板
焼
き

フ
ル
コ
ー
ス
が
、
昌
で
は
板

前
が
見
事
な
腕

前
で
魚
を
さ
ば

き
、
新
鮮
な
刺

身
と
熱
々
の
天

ぷ
ら
が
楽
し
め

る
。

　
こ
の
ほ
か
、

み
の
ぶ
ゆ
ば
を

ふ
ん
だ
ん
に
使

っ
た
「
湯
葉
懐

石
」
や
野
菜
を

中
心
に
素
材
の

効
能
を
生
か
し

た
慶
山
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
「
薬
膳

料
理
」
な
ど
も

ぜ
ひ
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。

　
▽
華
や
ぎ
の
章
　
慶
山
は

山
梨
県
笛
吹
市
石
和
町
市
部

８
２
２
。
☎
０
５
５
（
２
６

２
）２
１
６
１
。http://www

.keizan.com/

　
「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
香
」

　
新
潟
県
月
岡
温
泉
の
「
ホ

テ
ル
清
風
苑
」
（
樋
口
智
子

社
長
）
は
、
「
美
人
に
な
れ

る
温
泉
」
で
知
ら
れ
る
月
岡

の
湯
を
心
ゆ
く
ま
で
堪
能
で

き
る
。
温
泉
は
開
湯
１
０
０

余
年
で
自
慢
の
温
泉
は
、
合

計
４
カ
所
の
大
浴
場
と
二
つ

の
貸
し
切
り
風
呂
、
多
彩
な

六
つ
の
湯
船
が
そ
ろ
う
露
天

風
呂
で
楽
し
め
る
。

　
同
館
は
今
年
、
創
業

周

年
を
迎
え
た
が
、
そ
の
記
念

事
業
と
し
て
主
力
客
室
の

「
雅
亭
」
４
～
６
階
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
４
階
と
６
階
を

全
面
禁
煙
と
し
た
。
ま
た
、

最
上
階
の
７
階
に
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
フ
ロ
ア
「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｊ

Ｉ
香
」
を
新
規
オ
ー
プ
ン
し

た
。

　
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
香
の
客
室

は
、

平
方
㍍

の
広
さ
を
確

保
。
食
事
は
、

専
用
ダ
イ
ニ
ン

グ
で
提
供
す
る

ほ
か
、
眺
望
を

楽
し
め
る
「
ビ

ュ
ー
バ
ス
」
も

設
置
。
最
良
の

寝
心
地
を
提
供

す
る
た
め
、
全

米
ト
ッ
プ
シ
ェ

ア
ブ
ラ
ン
ド
の

Ｓ
ｅ
ｒ
ｔ
ａ

（
サ
ー
タ
）
社
製
ベ
ッ
ド
マ

ッ
ト
レ
ス
を
導
入
。
７
階
宿

泊
者
限
定
の
「
フ
ロ
ア
ラ
ウ

ン
ジ
」
も
設
け
た
。

　
▽
ホ
テ
ル
清
風
苑
は
新
潟

県
新
発
田
市
月
岡
温
泉
２
７

８
の
２
。
☎
０
２
５
４
（
３

２
）２
０
０
０
。http://www

.seifuen.com/

　
鬼
面
の
湯

　
福
島
県
・
野
地
温
泉
の
野

地
温
泉
ホ
テ
ル
は
、
標
高
１

２
０
０
㍍
の
高
さ
に
位
置
す

る
、
大
自
然
の
中
に
ぽ
つ
ん

と
建
つ
一
軒
宿
。
館
内
か
ら

福
島
市
街
を
一
望
で
き
、
特

に
そ
の
夜
景
は
絶
景
だ
。

　
趣
の
異
な
る
六
つ
の
湯
殿

が
あ
り
、
湯
め
ぐ
り
が
楽
し

め
る
。
乳
白
色
の
に
ご
り
湯

で
や
わ
ら
か
な
肌
触
り
。
一

切
手
を
加
え
て
い
な
い
源
泉

掛
け
流
し
だ
。

　
「
鬼
面
の
湯
」
は
、
ブ
ナ

林
に
囲
ま
れ
た
露
天
風
呂
。

夜
間
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
が
醸

し
出
さ
れ
る
。

　
も
う
一
つ
の
露
天
風
呂
が

「
天
狗
の
湯
」。

内
風
呂
も
備

え
、
露
天
風
呂

と
つ
な
が
っ
て

い
て
、
入
浴
し

た
ま
ま
双
方
を

移
動
で
き
る
。

　「
千
寿
の
湯
」

は
伝
統
的
な
檜

風
呂
。ぬ
る
め
、

中
間
、
熱
め
、

三
つ
の
温
度
の

浴
槽
が
並
ん
で

お
り
、
好
み
の

湯
で
ゆ
っ
く
り

浸
か
れ
る
。

　
▽
野
地
温
泉

ホ
テ
ル
は
福
島
市
土
湯
温
泉

町
字
野
地
１
。
☎
０
２
４
２

（
６
４
）
３
０
３
１
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
０
２
４
２
（
６
４
）
３
０

３
４
。http://www.nojionse

n.com/

　
〝
和
と
モ
ダ
ン
が
織
り
な

す
華
や
ぎ
の
宿
〟
「
強
羅
花

扇
」
（
飯
山
和
男
社
長
）
。

飛
騨
高
山
で
旅
館
を
経
営
す

る
花
扇
グ
ル
ー
プ
が
箱
根
に

進
出
、
２
０
０
９
年
に
オ
ー

プ
ン
し
た
旅
館
だ
。
館
内
は

天
然
木
の
香
り
漂
う
落
ち
着

い
た
空
間
で
、
足
元
は
素
足

の
ま
ま
過
ご
せ
る
畳
敷
き
。

心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
る
。

　

の
全
客
室
が
露
天
風
呂

付
き
。
職
人
が
手
掛
け
た
和

の
贅
を
凝
ら
し
た
特
別
室
を

は
じ
め
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な

ベ
ッ
ド
タ
イ
プ
、
布
団
で
休

む
和
室
タ
イ
プ
な
ど
、
五
つ

の
タ
イ
プ
を
用
意
し
た
。

　
客
室
露
天
風
呂
と
広
々
と

し
た
大
浴
場
、
男
女
二
つ
の

露
天
風
呂
に
は
源
泉
掛
け
流

し
の
温
泉
が
流
れ
る
。
箱
根

で
は
珍
し
い
赤

み
を
帯
び
た
重

曹
泉
で
、
と
ろ

と
ろ
と
体
を
覆

い
な
が
ら
も
入

浴
後
は
さ
っ
ぱ

り
と
し
た
質
感

を
与
え
て
く
れ

る
。

　
料
理
は
京
都

の
料
亭
で
修
業

し
た
料
理
長
に

よ
る
月
替
わ
り

の
献
立
。
箱
根
の
野
菜
、
小

田
原
の
鮮
魚
、
最
高
ラ
ン
ク

の
飛
騨
牛
と
、
心
を
込
め
た

会
席
料
理
を
提
供
す
る
。

　
▽
強
羅
花
扇
は
神
奈
川
県

足
柄
下
郡
箱
根
町
強
羅
１
３

０
０
の
６
８
１
。
☎
０
４
６

０（
８
７
）７
７
１
５
。htt

ps://www.gorahanaougi.co
m/

千
本
格
子
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
ロ
ビ

ー
の
木
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア

　
「
円
か
の
杜
（
ま
ど
か
の

も
り
）」（
飯
山
和
男
社
長
）

は
、
花
扇
グ
ル
ー
プ
が
経
営

す
る
箱
根
で
２
軒
目
の
旅
館

で
、
２
０
１
４
年
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。
「
箱
根
の
森
に
潜

ん
だ
隠
れ
家
的
な
宿
」
と
評

判
だ
。

　
館
内
に
泉
質
の
異
な
る
２

本
の
自
家
源
泉
を
持
ち
、
１

本
を
客
室
露
天
風
呂
、
も
う

１
本
を
大
浴
場
と
大
露
天
風

呂
で
、
源
泉
掛
け
流
し
で
使

っ
て
い
る
。
客
室
露
天
風
呂

か
ら
は
箱
根
連
山
の
森
を
一

望
。
大
浴
場
は
本
館
か
ら
の

連
絡
階
段
を
下
っ
た
深
い
森

の
た
だ
中
に
あ
り
、
森
の
中

に
包
み
込
ま
れ
る
よ
う
な
不

思
議
な
感
覚
を
味
わ
え
る
。

　
料
理
は
部
屋
出
し
か
個
室

の
食
事
ど
こ
ろ
で
。
相
模
湾

の
新
鮮
な
魚
介
類
と
現
地
か

ら
直
送
の
飛
騨
牛
を
使
っ
た

京
懐
石
を
提
供
す
る
。

　
客
室
は
全

室
、

タ
イ

プ
で
、
全
て
個
室
露
天
風
呂

付
き
。
〝
本
物
の
木
〟
に
こ

だ
わ
り
抜
い
た
内
装
の
設
え

は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
お

り
、
広
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